
・�スタディツアー参加者、実施団
体へのアンケート、ヒアリング
調査により、どんなフォローアッ
プがあれば、行きっぱなしが防
げるのかを把握した。

・�スタディツアー参加者が、地域
のNGOで活動するきっかけ作りとして、「スタディツアー合同
説明会」、「スタディツアー合同交流報告会」を開催した。

・�「スタディツアー勉強会～ 2つのコツを掴んでパワーアップ」を
開催し、地域NGOが参加者へのフォローアップ方法等を学んだ。

（特非）　名古屋NGOセンター
日本初の地域プロジェクト！84%の若者が「海外スタディツアー」に”行きっ
ぱなし”なんてMOTTAINAI（もったいない）！～グローバルな視点を持っ
た若者が、環境問題に取り組むための育成システムづくり（東海モデル）～

●成果		・�海外ボランティアに関心のある59
名が、さらに一歩踏み出すきっかけ
を作ることができた。

� ・�合同交流報告会の参加者15 名が、継続し
てNGOで活動したいという、モチベーショ
ンを強く持つことができた。�

●工夫 		　当初予定していた意見交換会ではなく、フォ
ローアップ実践例を学ぶ勉強会とし、高い満
足を得られた。

イベントの
延べ参加者数
イベント参加者
の満足度
活動の全体目標
に対する達成度

146 人

87.5%

50%

　「行きっぱなし」となっている海外スタディツアー参加者が、地
域の環境NGOとつながらず、活動が広がらない現状。

　企業（旅行会社）との連携を十分作ることができなかったため、
働きかけが必要。さらに、参加者へのフォローアップの工夫を行う。

課　題

活動内容

今後の課題

スタディツアー交流会で体験を話合う参加者 作成したWEBサイト

◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント


